




















F (x) = 1  F (x)
の x! xF のときの挙動(0へ行く程度（速さ））がキーとなる（xF は F
の上端点：xF = supfx : F (x) < 1g（無限と有限の両方がありうる））。









X1; X2; : : : を共通の確率分布Fに従う実数値独立確率変数列としたと
きの Xnまでの最大値Mn = maxfX1; : : : ; Xng であり、 Mn の n ! 1















大値）吸引領域と呼ばれ、裾（確率） F (x) の x ! xF のときの漸近挙



















ここで limx!1A(x) = 0, jA(x)j 2 RV(  0).  = 0 のときの右辺は
















































極値理論の国際会議である Extreme Value Analysis が隔年で開催さ
れています。昨年2017年の第10回はオランダのデルフト（デルフト工科
大学）で行われ、来年2019年はクロアチアのザグレブで計画されていま
す。他にも「第３回極値解析の進展と自然災害への応用」がイギリスの
サウサンプトンで開催されました。
【無限分解可能過程関連情報】
極値理論以外に、統数研共同研究集会「無限分解可能過程に関連する諸
問題」を長らく開催しています。現時点では日程未定ですが、秋から初
冬に開催予定されます。
共同研究集会の情報は統数研ホームページイベント欄及び発表者の
ホームページhttp://www.ism.ac.jp/ shimura/ に掲載します。
